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重粒子線がん治療の新治療研究棟を公開
－世界初の呼吸同期スキャニング照射施設－

NEWS　REPORT NEWS　REPORT

平成23年度放医研一般公開｢放射線と暮らす｣のお知らせ ・・・・・・8
おしらせ

お 知 ら せ

放医研・生物線量評価ワークショップ
NIRS-IAEA Workshop on Cytogenetic Biodosimetry for Asia 2011 

& NIRS-ISTC Workshop on Cytogenetic Biodosimetry in Cooperation with WHO 
緊急被ばく医療研究センターは、平成23年1月26日～27

日の2日間、アジアにおける被ばく事故に対処する生物線量
評価ネットワーキングのためのワークショップを開催しました。
16ヶ国（アフガニスタン、インドネシア、韓国、サウジアラビア、
シンガポール、スリランカ、タイ、中国、フィリピン、ベトナム、マ
レーシア、アルメニア、カザフスタン、グルジア、ベラルーシ、ロ
シア）から21名の参加があり、KIRAMSの李所長、染色体
ネットワーク会議他多数の方がオブザーバーとして参加しま
した。

1日目は、辻井理事の開会の
挨拶、ISTC渡辺次長、IAEA
からBarquinero博士、WHOか
らCarr博士、外務省国際科学
協力室鵜川氏、原子力安全委
員会橋本博士の挨拶に続き、

放医研（立崎室長）・WHO（Ca r r博士）・IAEA
（Barquinero博士）の被ばく時医療対応についての講演
がありました。また生物線量評価の要であるIAEAマニュア
ル（2011年改訂版刊行予定）について、担当したLloyd博
士（HPA、英国）から講演がありました。午後はBarquinero
博士、Lloyd博士とDarroudi博士（LUMC、オランダ）、当セ
ンター（数藤）が、他地域ネットワーキング例と各種生物線量
評価法について講演し、知識を共有しました。その後施設
案内が行われました。
2日目午前中は児玉博士（放影研）による広島・長崎の被

爆者をはじめとして重大な被ばく調査に関する講演があり、
午後は参加者全員が各国・各研究室の現状や事故例を

　平成23年1月14日、放医研は新しい重粒子線照射システム
を備えた新治療研究棟（以下、新棟）の竣工披露式典を行
い、関係者と報道陣に内部を公開しました。竣工披露式では、
戸渡研究振興局審議官、坂本千葉県副知事、坂井佐賀県
副知事らの来賓をお迎えし、また医療関係者、施設の施工業
者などからも多数のご出席を得て、最先端の治療研究施設の
完成をお祝いする機会となりました（写真１）。
　新棟には、重粒子線の照射システムとしては世界初となる
呼吸同期３次元スポットスキャニングシステムが備えられていま
す。これは、がん病巣を細い炭素線ビームで塗りつぶすように
照射する方法で、従来難しかった複雑な形状の病巣にも照射
が可能となります。また従来法に比べ線量集中性が向上し、よ
り高い治療効果と副作用の低減が期待されています。　
　新棟は、現在のＨＩＭＡＣ棟に隣接し、重粒子線ビームはＨＩ
ＭＡＣから供給されます。特徴的な外観はヘデラカナリエンシ
スなどの植栽で壁面緑化が施され、現代的な美しさとともに
環境にも配慮しています（写真２）。新棟にはＥ室、Ｆ室、Ｇ室
の３つの治療室がありますが、Ｅ室、Ｆ室にはロボットアームを
備えた治療台が設置され、患者さんにより優しい施設となっ

ています（写真３）。
　新棟では平成23年3月より臨床試験が開始される予定で、
その成果に世界が注目しています。なお新棟は平成23年4月
17日に行われる放医研一般公開で、市民の皆さまにも公開さ
れる予定です。ご期待ください。 
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報告し、事前回答を募った各研究室実態調査を報告するこ
とで、ネットワーキングへ向けた現状把握の試みを行いまし
た。最後にIAEAのBuglova博士を交えたTV会議が行わ
れ、大規模被ばく事故における協力を目指し、放医研が教
育的なInter-comparison Studyを主催することで、同一基
準での被ばく線量評価ができるよう協調していくことになりま
した。これはこれから研究室を立ち上げる国々にとっても有
用で、設備や資金を持たずとも診断に協力できるようになる

ことも視野に入っています。次回ワークショップは他国での開
催を目指すことが議論され、各国のいっそうの能動的参加
が期待されます。両日通じて交流が深まり、本ワークショップ
は好評をもって終了しました。

緊急被ばく医療研究センター被ばく線量評価部
数藤由美子

写真１　テープカットではさみを入れる米倉理事長(左から３人目)、来賓等の皆様 写真2　植栽で壁面緑化されている新治療研究棟

写真3　治療の未来を予感させるロボットアームの治療台

写真1
辻井理事から開会の挨拶が
行われました

写真2　懇親会でも大いに盛り上がりました

写真3　世界各国からの参加者の集合写真

放射線医学総合研究所一般公開｢放射線と暮らす｣
●日　時：平成23年4月17日（日）9:30～16:30

（最終受付は16:00）
●会　場：放射線医学総合研究所
　　　　  千葉市稲毛区穴川４丁目９番１号
●参加料：無　料

20名以上の団体の方は事前に放射線医学総合研究所
広報課までお申し込み下さい。

●公開施設：重粒子線がん治療装置（HIMAC）、サイクロトロン、緊急
　被ばく医療施設、静電加速器棟、分子イメージング棟、研修棟など。

●イベント：講演会、がん医療相談（無料）など。
●問合せ先：
　独立行政法人 放射線医学総合研究所 企画部広報課
　TEL:043-206-3026　FAX:043-206-4062
　E-mail : info@nirs.go.jp
※詳しくは、放医研ホームページ
http://www.nirs.go.jp/index.htmlを参照下さい

企画部広報課
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